













る（Brown, 1994; Ball and Brown, 2014）。それらの実証結果は現行基準の問題
点等の指摘を通じて、少なからず制度設計に影響を与えている（Lev, 1989; 
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いても指摘され続けている（Barth and Kallapur, 1996; Brown et al., 1999; Easton 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6  Kothari and Zimmerman（1995）はリスク変数を取り上げ、説明変数の省略によるゼロ条
件付き平均仮定が満たなされない場合の推定量へのバイアスを明らかにしている。
24
7  SSTは「total sum of squares」の略語であり、SST
1
は利益水準変数Eの全変動を表す。
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